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女子学生の体育授業に関する一考察
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集団に対する気持ちに影響を与えるからです。すなわち、スポーツは集合意識を呼び覚ます
ひとつのキイであり、ひとりひとりに同質的な感情を味合わせる可能性を持っているとも言
えます」と述べている。週に一度の体育・スポーツ授業において、そうした目標や教育的効
果を求めるにはなお多くの課題があると考えるが、スポーツのもつ社会的機能の一つとして
の相互作用への効果的な働きかけについては、今後共、授業内容、展開、方法についても十
分配慮していかなければならないと考えられる。
表一ｓ友人・仲間づくりと体育授業との関連
２値
6）生涯スポーツへの関心と体育。スポーツ授業
表－１に示すように、生涯スポーツ感を「ある」と回答した学生が144件(78.3％)、「ない」
と回答した学生が５件(2.7％)、「どちらでもない」と回答した学生が35件(19.0％)であった。
また､体育･スポーツ授業が生涯スポーツに役立つかに｢思う」と回答した学生が77件(41.9％)、
「思わない」と回答した学生が36件(196％)、「どちらでもない」と回答している学生が７１
件(38.6％)であった。そこで、生涯スポーツへの関心と体育・スポーツ授業が生涯スポーツ
に役立つとの関連性をみた。それが表9である。その結果、有意な人数の偏りは認められた(Ｐ
＜0.01)。そこで、連関係数をみると0.289であり、僅かながら連関が認められた。スポーツ
を生涯に渡って親しみ、実践していく心は、健康生活、生活の質に欠くことのできない。高
度成長を果たした今日の社会においては、まさにこうした点が多いに論議され、また、啓発
されてきてもいる。宇士'2)は、「現代人の生きがいとスポーツについて、生きがいは文化によ
って左右され、それぞれの社会によって異なり、また、個人の特性によることも大きい」と
指摘しているように、スポーツ文化の実践には個人差が大きいことが推察されるが、本調査
結果は、生涯に渡って非日常的な運動やスポーツが評価されているものと示唆された。さら
に、今日では健康と医療の観点からも、生涯に渡っての運動・スポーツに強い関心がもたれ
始めている。そうした社会の傾向に対して大学体育に与えられた役割は、さらに重要な責務
を負っているのではないかと考えられる。つまり、多くの学生にとって大学における運動や
スポーツ活動実践の最終的な実践活動の場であるからである。そうした中で、女子学生の生
涯スポーツへの関心が体育。スポーツ授業との関連性が認められことは、大学体育の果たす
役割や機能について少なからず学生間に認知されているものではないかと考えられる。
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表一ｇ生涯スポーツ感と体育授業との関連
ｘ２値
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４まとめ
本研究の目的にそって、１年次必修体育・スポーツ授業を受講している女子学生に対して、三
つの視点からアンケート調査項目を設定し、調査を実施した。そして、それぞれについて観測値
から、また、質問項目感の関連I性をみるため、クロス集計表作成しｘ２検定（独立性）を行い、そ
れぞれの有意な人数の偏りを求めた結果から検討、考察を行ったが以下にまとめをみることがで
きる。
(1)スポーツへの関心とスポーツ経験との関連
１）本学部の女子学生のスポーツへの関心は非常に高い傾向がみられた。
２）さらに、スポーツへの関心とスポーツ経験との関連においては、小学校、中学校、高校そ
れぞれに有意な人数の偏りが認められた。そのなかでも、中学校でのスポーツ経験が中程
度の連関の強さが認められた。
(2)スポーツへの関心と生涯スポーツ、体育・スポーツ授業への期待
１）スポーツへの関心と生涯スポーツへの関心との関連では、有意な人数の偏りが見られ、そ
の連関においても強い連関がみられた。
２）スポーツへの関心と体育・スポーツ授業への期待との関連でも、有意な人数の偏りが見ら
た。連関の強さは中程度であった。また、期待する内容については、楽しさ、新しいスポ
ーツ体験、触れ合い、体力向上、技術向上それぞれの１１項で回答していた。
(3)心身の自己認識感と体育・スポーツ授業との関連
１）運動不足感と体育・スポーツ授業との関連では、有意な人数の偏りは認められなかった。
週一回の授業では運動不足を補うことにはならない。また、授業内容・展開・方法、さら
に受講人数との関連から、十分にそれらを補うだけものになっていないことが示唆される。
２）ストレス感と体育・スポーツ授業との関連では、有意な人数の偏りは認められなかった。
しかし､気分転換になると回答した害||合は70.7％を示していた｡今後の検討課題としては、
ストレス感を客観的に評価し、ストレス群が体育・スポーツ授業に参加することによって
感情がどのように変化するのか検討することが望ましいと考える。
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3）体力不足感と体育ｄスポーツ授業との関連では、有意な人数の偏りは認められたが、その
連関は僅かであった。運動不足感について84.2％の割合を示し、体力不足感では89.1％の
割合を示していたが体育・スポーツ授業は体力不足感を補うとの関連では、少なからずと
も身体活動の評価が認められたものと推察できるが、しかし、女子学生の運動と体力の関
係については、今後の検討課題としたい。
4）運動・スポーツへの器用感と体育・スポーツ授業との関連では、有意な人数の偏りは認め
られなかった。すなわち、楽しさ、新しいスポーツ体験、触れ合いであったり等の、学生
間の相互作用を重視する傾向として体育・スポーツ授業を評価しているものと示唆される
のではないかと考える。
5）友人・仲間つくりと体育・スポーツ授業との関連では、有意な人数の偏りは認められなか
った。週一度の体育・スポーツではそうした関係を構築していくには否定的な回答とみる
ことができるが、スポーツの社会的機能の一つでもある、人との相互作用をとうして進め
られるスポーツ場面では、重要な働きかけと思われるが、そうした期待感は認められなか
った。
6）生涯スポーツと体育・スポーツ授業との関連では、有意な人数の偏りが認められたが、そ
の連関は僅かであった。とはいえ、体育・スポーツ授業が生涯に渡ってスポーツを楽しむ
心や、実践していこうとする心に影響を及ぼしていることが認められる傾向を示唆してい
るものではないだろうか。大学体育に与えられた一つの使命として今後とも指導内容、展
開、方法について検討を重ねていかなければならないと考える。
以上のように、スポーツへの関心とスポーツ経験、スポーツへの関心と生涯スポーツ、体育・
スポーツ授業への期待、さらに心身の自己認識感と体育・スポーツ授業の関連について明らか
にされた。高校でのスポーツからの離脱期は、多感な青年期の個性化や多様化によってその活
動の場は制限されるものの、スポーツへの関心や生涯スポーツへの関心、そしてスポーツの実
践について大学体育・スポーツ授業に期待や関心の高さがみられたものではないかと考える。
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